
主催・問合先： 山口観光コンベンション協会徳地支部　☎080-2916-8878
後援： 徳地幕末維新歴史放談の会、徳地文化協会
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令和元年

（土）

幕末の元治元年（1864）10月20日に、徳地の堀地区、小古祖地区を中心
に、奇兵隊が転陣しました。隊士規則の「諭示」を発出し、半月間、新式銃や新
戦術の実地訓練に没頭しました。その成果が、後の大田・絵堂の戦い、四境戦
争、戊辰戦争の勝利へとつながり、明治維新を成し遂げたと言われています。

徳地に転陣したこの日を記念して、奇兵隊が本陣を置いた正慶院
周辺の陣地跡や訓練場跡を巡るガイド・ウォーキングを今年も企画しました。
併せて、『第２回徳地の奇兵隊ガイド・ウォーキング』協賛スタンプラリーの
スタンプポイントにも設定されています。

午前
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※雨天注意
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合
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所

1人３00円（保険料＋資料代）＊当日集金
２０名程度
裏面の参加申込書に必要事項を記載の上、郵送もしくはÉメールまたはご持参
ください。（窓口受付8：30～17：15）＊FAX不可

201９年10月1１（金）　＊必着
約６kmほど、歩きますので、歩きやすい服装でご参加ください。水筒等、水分補
給のできるものも各自ご用意ください。
ガイド・ウォーキング、セミナー時に撮影した写真について、広報等に使用するこ
とがあります。予めご了承ください。

参 加 料
定 員
申込方法

申込締切

そ の 他

服装、持参物

宛
　
先

〒747-0231山口市徳地堀1533徳地山村開発センター気付
 徳地の奇兵隊ガイド・ウォーキング事務局
　　tokudi2005@yahoo.co.jp
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【物見場】
水の神様。佐波川を
利用した通船の安
全と繁栄を祈った
所。堀地区を望み、
山頂からは遠く防
府新橋まで見える。

【第二銃隊】
本陣を守り、市
街戦（接近戦）
も想定。小古
祖市にあり、新
谷酒造も近い。
鯉を食らった隊
士の叱責話は
有名。

【奇兵隊・膺懲隊の本陣】
戦略、戦術を立て軍全体
の指揮を執った。

↓至 徳地IC

　　
緊急時には山

道を
抜け
て物
見場
へ

正慶院

【槍（銃剣）部隊】
異変に気づけば金毘羅宮
へ急ぐ。全軍の後方部隊。
近くの深谷十三仏は中世
の信仰の様子が伺える。

↓

至 山口市阿東

200m

須賀神社
（　園社）
須賀神社

（　園社）

十三仏公園

転陣当初、境内で
剣撃（刀・槍など）
の【訓練場】。参道
や境内の樹木が魅
力。参道に咲く彼
岸花や側面の石
垣も絵になる。

奇兵隊本陣コース（４km）

参
加
申
込
書

徳地IC中国自動車
道

※正慶院では、本堂に上
がらせていただき、小休
止とちょっとしたお接待も
用意いたします。高杉晋
作と山県有朋の対談を
想像してもらいます。

【銃陣訓練場】
山野を利用して西洋戦
術の散兵式銃陣訓練を
したと思われる。

戦国の武将（大内、毛利の
重臣）内藤隆春が眠る墓
所、毎年8月24日が開山忌。

【第一銃隊】
戦闘部隊全軍を指揮
（中軍）したものと思われ
る。堀地区の眺望良し。

近隣の史跡（徳地IC付近）

澄月院址

内藤隆春公墓所
ちょう  げつ  いん

麓の河原
ろく
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当日の
スケジュール予定

ウォーキングコース参考マップウォーキングコース参考マップ

時間 行事 場所

9：00 受付
徳地山村開発
センター

9：30
出発前
セミナー

農林図書室

10：00 出発
徳地山村開発
センター前

予定コース
（全長 約6㎞）

放談の会
メンバーと
ガイド・ウォー
キング

スタート

→①澄月院址

→②内藤隆春公

墓所・麓の河原

→③正慶院

→④多念寺址

→⑤須賀神社

　　（祇園社）

→ゴール 

13：00
ゴール予定・
解散

徳地山村開発
センター

※予定の全ポイントを完歩した方の
中から抽選で数名の方に、後日、山
口観光コンベン
ション協会徳地支

部から景品引換
券（葉書）をお
送りいたします。

雨天の場合
ガイド・ウォーキングを中止し
「徳地の奇兵隊セミナー」

に切り替えます。

＜農林図書室にて11時まで＞

ふ
る
さ
と
再
発
見

「
幕
末
維
新
と
徳
地
」

氏名 電話番号住所

テキスト提供

（参考：南大門で販売中／100円）


